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１	
 目的 
	
 	
 本論文は，相互可用性を前提とした環境におけるイノベーション実現に必須となる，技術シー

ズの標準化の成功要因，特に標準化団体に持ち込まれる以前のプレ標準化フェイズにおける有効な

施策を講じるための要因を抽出することである。 
 
２	
 方法 
	
 	
 国土地理院が進める地理院地図に用いられる技術仕様、具体的には地理院タイルとタイルに埋

め込まれるデータフォーマット等の仕様に関する標準化戦略に対する事例分析を通じて行う。具体

的には、ステークホルダーに対するインタビュー、ウェブサイト等によって公開された記事や広報

資料、ソーシャルメディア等の投稿、GitHubやメーリングリストなどに記録されたログデータ等、
定性データを用いる。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
３	
 結果 
	
 	
 国土地理院は GitHubによるデータやソースコードの無償公開と、地理院地図パートナーネッ
トワークを通じたステークホルダーに対するディベロッパー・リレーション施策を積極的に取り組

んでいる。これら 2つのチャネルが組み合わされて，日本国内の多様なステークホルダーとの交流
が実現されている。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
４	
 結論 
	
 	
 本研究はこれまで世界の公的機関間による調製に基づくデジュール標準によって相互可用性

が保たれていた分野が、技術進化による構造変化によりステークホルダーが多様化し、新たな合意

形成プロセスの創出が望まれる状況への対応を，国土地理院という公的機関の視点から分析してき

た。この他に仕様提案が持ち込まれる側の標準化団体の戦略や動きについても分析が必要であろう。

今後は対象のスコープを広げることで、分析精度の向上に努めたい。 
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